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【公表番号】特表2017-524757(P2017-524757A)
【公表日】平成29年8月31日(2017.8.31)
【年通号数】公開・登録公報2017-033
【出願番号】特願2016-572327(P2016-572327)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｊ 201/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｊ  11/08     (2006.01)
   Ｃ０９Ｊ 133/04     (2006.01)
   Ｃ０９Ｊ   7/20     (2018.01)
   Ａ６１Ｆ  13/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｆ  13/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｌ  24/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｌ  24/08     (2006.01)
   Ａ６１Ｌ  24/04     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ  27/00     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ  27/30     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｊ  201/00     　　　　
   Ｃ０９Ｊ   11/08     　　　　
   Ｃ０９Ｊ  133/04     　　　　
   Ｃ０９Ｊ    7/02     　　　Ｚ
   Ａ６１Ｆ   13/00     ３０１Ｍ
   Ａ６１Ｆ   13/02     ３１０Ｊ
   Ａ６１Ｌ   24/00     ２４０　
   Ａ６１Ｌ   24/08     　　　　
   Ａ６１Ｌ   24/04     ２００　
   Ｂ３２Ｂ   27/00     　　　Ｍ
   Ｂ３２Ｂ   27/30     　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成30年6月11日(2018.6.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも一つの接着剤成分と、
　５％～４０％の少なくとも一つのゲル化剤と、
　５％～４０％の少なくとも一つの非ゲル化崩壊剤と、
を含む、接着剤組成物。
【請求項２】
　前記接着剤成分は、感圧接着剤、溶剤系接着剤、および／またはアクリル接着剤である
、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
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　前記ゲル化剤は、（ｉ）カルボキシメチルセルロース、（ｉｉ）超吸水性ポリマー、及
び（ｉｉｉ）（ｉ）及び（ｉｉ）の組み合わせ物からなる群から選ばれる、請求項１又は
２に記載の組成物。
【請求項４】
　前記非ゲル化崩壊剤は、（ｉ）完全にアルファ化されたジャガイモ澱粉、（ｉｉ）微結
晶質セルロース、及び（ｉｉｉ）（ｉ）～（ｉｉ）の任意の組み合わせ物からなる群から
選ばれる、請求項１乃至３のいずれかに記載の組成物。
【請求項５】
　少なくとも一つの付加添加剤をさらに含む、請求項１乃至４のいずれかに記載の組成物
。
【請求項６】
　少なくとも２０００ｇ／ｍ２／２４時間の流体処理能（ＦＨＣ）を示し、好ましくは２
２００ｇ／ｍ２／２４時間の流体処理能（ＦＨＣ）を示し、さらに好ましくは２４００ｇ
／ｍ２／２４時間の流体処理能（ＦＨＣ）を示し、より一層好ましくは２６００ｇ／ｍ２

／２４時間の流体処理能（ＦＨＣ）を示し、特に好ましく２８００ｇ／ｍ２／２４時間の
流体処理能（ＦＨＣ）を示す、請求項１乃至５のいずれかに記載の組成物。
【請求項７】
　少なくとも８００ｇ／ｍ２／２４時間の水蒸気透過率（ＭＶＴＲ）、好ましくは少なく
とも１３２０ｇ／ｍ２／２４時間の水蒸気透過率（ＭＶＴＲ）と、少なくとも５００ｇ／
ｍ２／２４時間の静的吸収（ＳＡ）、好ましくは少なくとも１４５０ｇ／ｍ２／２４時間
の静的吸収（ＳＡ）とを示す、請求項１乃至６のいずれかに記載の組成物。
【請求項８】
　０．１９６Ｎ／ｍ未満の１８０゜剥離値を示す、請求項１乃至７のいずれかに記載の組
成物。
【請求項９】
　第１面及び第２面を規定する薄膜基材と、
　前記第１面及び前記第２面の少なくともいずれかに配置された請求項１乃至８のいずれ
かに記載の接着剤組成物とを含む、接着剤物品。
【請求項１０】
　前記接着剤組成物は層として前記基材上に位置し、前記層の厚さは０．０５ｍｍ～２ｍ
ｍの範囲内である、請求項９に記載の接着剤物品。
【請求項１１】
　傷治癒を促進する方法であって、
　薄膜基材及び前記基材上に位置する請求項１乃至８のいずれかに記載の接着剤組成物の
層を含む接着剤物品を提供するステップと、
　前記接着剤組成物の層が傷に向き、その上に置かれるように前記接着剤物品を傷に塗布
するステップと、
を含む方法。
【請求項１２】
　前記接着剤組成物は、層として前記基材上に位置し、前記層の厚さは０．０５ｍｍ～２
ｍｍの範囲内である、請求項１１に記載の方法。
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